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研究成果の概要：東日本古墳時代最大級の須恵器生産地であった群馬県太田市金山丘陵窯跡群

の報告書刊行と、須恵器の特色から歴史的背景の検討を行った。金山丘陵窯跡群須恵器の特色

を抽出して「北関東型須恵器」とし、その分布と、編年を作成した。群馬の首長層が畿内から

須恵器を導入し、生産を継続したためた「北関東型須恵器」という地域色が生まれ、首長層が

周辺各地へ技術移植を行ったことにより関東・東北まで広がっていったと考えられる。 
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１．研究開始当初の背景 
 関東の古墳時代の須恵器研究は近年停滞
している。その原因は須恵器生産地の研究が
進んでいないことが原因である。現在、群馬
県内では膨大な県内在地産須恵器が出土し
ているにも関わらず、金山窯跡群をはじめ在
地産の製品については限られた資料から類
推しているのが現状である。この現状を打破
し、新たに関東の須恵器生産を古墳時代東国
の手工業生産技術導入の一環として位置づ
け従前の畿内→地方の視点だけでなく東ア
ジア的な広い視点で捉え直して解明しよう
と考えた。 
 

２．研究の目的 
 本研究では以下の２つを研究の柱とした。 
(1), 駒澤大学では1965年から1977年にかけ
て、「東日本における古代手工業生産の解明」
というテーマで群馬県太田市金山窯跡群の
発掘を行ってきた。すでに概要報告を公刊し
ているが本報告は未刊である。この窯跡群は
東国屈指の窯跡群で、当時関東で強大な勢力
を誇った上毛野君氏かそれに準ずる首長層
が生産に関与した可能性が想定できる。この
窯跡群を整理調査し、金山窯跡群の全貌を明
らかにするため資料提示を行うとともに、理
化学的・鉱物学的胎土分析により需給関係を
検討し、金山窯跡群の生産を通して関東へ手



工業生産がどのように導入されていったの
か、その背景を探る。これを一つめの柱とし
た。 
(2), 近年関東の渡来人の存在が考古学的に
明らかになってきているが、その目的は東国
への技術導入が想定されている。関東の在地
産須恵器の中には高坏の交互透し、大甕の補
強帯、提瓶の絞り技法など朝鮮半島起源の技
法が存在していることから、関東の須恵器生
産に渡来人が関わったことが推定でき、関東
の須恵器と朝鮮半島の陶質土器との技術的
検討を広域的な視点で捉え直し、渡来人によ
る関東への手工業生産技術導入のあり方を
探ることを目的とする。これを二つめの柱と
した。 
このような目的を持って、東日本で最大級
の群馬金山窯跡群の実態を明らかにし、その
生産体制と生産品である須恵器の流通を明
らかにすることをおこなった。 
 
３．研究の方法 
 (1) まず、駒澤大学が発掘調査した窯跡群、
古墳群の整理作業を行い、そこから関東の須
恵器生産体制、歴史的背景を考えようとした。 
 駒澤大学が昭和 41年から 44年にかけて発
掘調査してきた辻小屋窯跡群、八幡窯跡群、
入宿遺跡、昭和 43年から 52年にかけて調査
した菅ノ沢遺跡、昭和 52・53 年の巖穴山古
墳の整理調査を行った。古墳時代の須恵器窯
跡群が主体で、関連する古墳群である。 

(2) 出土須恵器の実測・写真などの基礎的
データ作業を進め、金山丘陵窯跡群の須恵器
の特徴を明らかにしようと努めた。金山丘陵
窯跡群の須恵器には酒井が「北関東型須恵
器」と呼称した特徴をさらに明確にするため
である。 

(3) 窯跡についても図化したが、菅ノ沢窯
跡では操業した窯が７基、未操業の窯が６基
であった。未操業の窯が見つかったことによ
り、どのように窯を築窯したのか検討する。
この地域の地盤である金山流紋岩類に掘り
抜き式で窯を築いたようで、固い岩盤に当た
り、また、岩盤の上に堆積した危弱な層に築
窯したため失敗したことが分かったが、この
ことを比較資料として周辺の窯跡群を検討
することとした。 

(4) さらに古墳群や巖穴山古墳を整理し、
須恵器生産とどのように関わるのか考える
ための資料化を行った。その後、須恵器・窯
跡のデータをもとに、金山丘陵窯跡群古墳時
代須恵器生産の実態を明らかにし、須恵器生
産の背景、流通、さらには編年ための年代観
を明らかにしていく。 

(5) 金山丘陵窯跡群の特色を、須恵器の蛍
光X線回析試験と科学分析により胎土の特色
について検討する。 

 

４．研究成果 
(1) 菅ノ沢窯跡群の操業順序について、灰

層の前後関係を考えていった。この窯跡群出
土の須恵器を叩き具や当て具から検討する
と、切り合い関係の前後の窯から出土するこ
とが判明した。すなわち木製の製作工具が摩
滅しない間、操業が継続したことが判明した。
このことは、近接し並列するように構築した
窯が、長い間に構築されたのではなく、短い
期間に続けて操業したことが判明し、須恵器
を継続して供給する体制であった。 

 
(2) 須恵器の年代についてまず畿内の須恵

器編年の再検討を行った。特に問題となる
MT15型式について検討した。韓国の漢城百
済から出土するTK23型式を 470年頃を下限
年代とし、榛名山二ッ岳火山灰 FA の降下年
代を 5世紀末とする研究成果を援用し、その
火山灰の下から出土する MT15 型式の出現
を 480年頃とした。また、531年崩御の継体
陵と想定されている今城塚古墳出土の須恵
器を TK10型式古段階とし、藤ノ木古墳の須
恵器を TK10型式新段階と設定した。それに
続く TK85型式、TK43型式を一つの型式と
して TK43型式とし、その前半をMT85号窯
跡群の資料をおいた。それにより菅ノ沢窯跡
の須恵器は TK43型式の TK43号窯並行と考
えた。さらに菅ノ沢窯跡が切り込んでいる土
層を榛名山二ッ岳の火山灰 FP と考え、陶邑
TK43型式並行の 570年以前から 580年代を
操業時期と考えた。 

 
(3) 金山の窯構造は巨視的に見るならば、

直立気味の奥壁を持つ掘り抜き構造の窖窯
に統一されており、後に関東で受容する排煙
調整溝付窯構造を採用しない保守的、伝統的
な須恵器生産窯であった。 
金山丘陵窯跡群と同様な補強帯を持つ大
甕を焼成した埼玉県寄居町末野 3号窯跡と比
較すると、形態や前庭部、前庭部排水溝が共
通しており、両窯跡群の関係が深いことが判
明した。 
末野 3号窯跡の底部穿孔土器は埼玉古墳群

中の山古墳へ供給されていることから、群馬
の技術系譜の須恵器の供給から、埼玉古墳群
と群馬の関係が深く、そのため北関東型須恵
器の供給、技術伝播があったのであろう。 

 
(4) 北関東型須恵器の特色は、坏蓋の「八」

の字状口縁や手持ちヘラ削り、天井部の稜あ
るいは沈線が遅くまで残存する。高坏の脚端
部が外へ開き、古い様相の四方透しが後まで
残る、無蓋高坏の坏部が深い例、長脚一段と
二方透しなどの省略化、新しい時期の二段透
しの残存などの多様化がある。ハソウは胴部
上位明瞭な突線、口縁の多様化、樽型ハソウ
の残存。提瓶は絞り閉塞技法、環状把手の存



続や大型化、平底の徳利形壺の存在、大甕の
頸部補強帯や口唇部と口縁内面の波状文の
存在、大甕の格子叩き、内面「の」の字の当
て目などである。 
この北関東型須恵器は群馬、埼玉だけでな
く、関東全域に広がり、さらには長野、東北
地方からも出土することが確認されるよう
になった。この広がりは 6世紀に関東で各地
に活発に見られる、埴輪や古墳石材が河川に
よって供給される広域地域間交流と関連し
て、須恵器も同じ広がりを示したようである。
また、北関東型須恵器は製品の供給だけでな
く、技術伝播が行われたことが特色で、群馬
からの広がりである。このことは群馬の首長
層の周辺首長層への技術供与と考えられる。
それが福島・宮城へ広がったのは畿内の東北
経営に関わった群馬の首長層の動静と関わ
りがあると想定できる。 
群馬の須恵器生産は、5世紀から 6世紀初

頭にかけて他地域から技術導入したが、その
中から定着し、在地化した独自の形態を生み
出したが、継続的生産であったために古い様
相が存続したようである。また、「八」の字
状口縁部の坏蓋は土師器の関わりの中で生
産されたようであるが、それは須恵器生産が
継続した群馬でも土師器中心の地域であっ
たことが原因である。 

 
(5) 菅ノ沢古墳群と窯跡群の関連について
検討したが、径 22ｍの L－95号墳が 7 世紀
前半に築造され、その後墳丘を持たない小石
室の終末期群集墳が築造されたが、最終末は
７世紀末ないし８世紀以降と推定される。ま
た、終末期古墳の終焉は火葬墓との関連も想
定されており、東毛の古墳終焉の様相が明ら
かになった。窯跡との関連については、窯操
業後の空閑地に古墳群を築造したようで、窯
操業集団とは関連はないようである。 

 
(6) 菅ノ沢窯跡群に近接する巖穴山古墳は、

東毛唯一の大型方墳で、墳丘基底部が一辺
36.5mで、全長 11.7mの副室構造の横穴式石
室である。巖穴山古墳は周辺の６世紀末から
７世紀初頭の最終末前方後円墳である今泉
口八幡山古墳、割地山古墳、二ツ山１号墳の
構造的な特徴・石室構築技術を取り入れたの
が巖穴山古墳であると考えられる。すなわち
前方後円墳消滅ののちに、各地の勢力を統合
する形で方墳の巖穴山古墳が成立したと推
定されることは、横穴式石室が各地の首長墓
をの諸要素を結集した構造になっているこ
とからも窺える。 
巖穴山古墳の年代は７世紀中葉との考え

方もあるが、刀装具や須恵器の年代から７世
紀前半と考えられる。出土須恵器は胎土や特
徴から金山丘陵産の可能性が高いが、近接す
る菅ノ沢窯跡は６世紀末でほぼ終焉する。菅

ノ沢窯跡にも平瓶のように７世紀に下る資
料が出土することから、巖穴山古墳は金山窯
跡群のいずれかの支群の操業と関連してい
る可能性がある。 

 
(7) 金山丘陵窯跡群の須恵器の特色は多い

が、その中でも提瓶の閉塞技法である絞り技
法は注目できる。八幡、菅ノ沢窯跡群、入宿
遺跡から提瓶の絞り技法が出土するが、粘土
紐積み上げ整形で、器厚は厚い。閉塞方法は
閉塞部分を粘土紐で円錐形にしたのち、回転
を使わず粘土を周りから寄せながら穴を塞
ぐことにより、内面に絞りが出来る。北野博
司氏は閉塞する行為を「絞りきる」と用いた。
金山丘陵窯跡群の提瓶は絞り目が放射状に
なっており、回転して絞っていないようで、
「絞り技法」として大きく括り、その中に回
転を利用したものと利用しない絞りがあっ
たようである。 
古墳時代の樽形ハソウ、提瓶、横瓶などは
器形を作るために閉塞するのであり、閉塞は
軸を変える目的で行う製作の一工程である。
樽形ハソウ、提瓶、横瓶を風船技法に加える
見解があるが、風船技法が加圧変形を目的と
するならば、これらの器形は風船技法と何ら
関わりがない形態である。おそらく笹沢正史
氏が述べるように、閉塞する意図は中空にし
ておき、器形のヘタリや高台貼り付けなどに
よる変形を防ぎ、胴部を密着させて次の作業
を順調に行えることを目的としており、変形
を意図したものは少なかったと考えられる。 
絞り技法の系譜は中国仰韶文化半坡類型
前期の尖底瓶や、龍山文化の鬲および鬲形袋
状の三足を持つ器形に見られる。その後の前
漢の蚕形壺や南北朝の虎子も絞り技法を用
いる。朝鮮半島においては加耶・新羅の４世
紀から５世紀の陶質土器大甕底部が絞り技
法で製作され、百済にも存在することが判明
している。大甕以外に６世紀の中甕、提瓶に
も絞り技法は見つかっている。日本へは須恵
器の伝播とともに伝えられ、堺市大庭寺窯跡
大甕底部に存在する。しかし、この大甕の絞
り技法はすぐに消滅し、底部から順次口縁の
方へ積み上げて製作する方法に変化する。 
同様な絞り技法は提瓶や平瓶にある。提瓶
の絞り技法の出現は大阪・小阪遺跡が最も早
いと考えられる。その分布は大阪・石川・群
馬に広がる。平瓶は大阪・石川・岡山・大分
に広がる。しかし、提瓶・平瓶ともに円盤閉
塞が基本であり、絞り閉塞は客体的といえよ
う。しかし、金山丘陵窯跡群では絞り技法は
主体的な技法であり、特色といえよう。 
韓国・日本の大甕底部の絞り技法は、東ア
ジアの土器作り技術が根底にあったようで
ある。しかし、日本に伝わったのち廃れてし
まったようにも見えるが、絞り閉塞をする提
瓶・横瓶が作られていることから、潜在的に



閉塞技法が存在し、金山丘陵窯跡群の提瓶も
須恵器工人が潜在的に保持していた技術が
表に現れたと考えられる。 

 
(8) 金山丘陵窯跡群の須恵器には、絞り閉

塞技法だけでなく、高坏脚部の交互透かしな
ど朝鮮半島と類似するものがある。このよう
な例は渡来人の存在と関わる可能性も捨て
きれない。 
特に５世紀後半の土器をみると東国では
渡来人が伝えた朝鮮半島系土器はすぐに渡
来系の技術を捨て去ったことにより、在地化
していく傾向が畿内よりも色濃く見える。ま
た竈の導入も新興集落に早く導入されるよ
うである。また陸奥においては渡来人は東山
道ルートで拠点を作りながら入り、鉄器生産  
の技術や竈・甑などをもって伝えたため東北
にその技術が伝播した。渡来人は東国へ為政
者の意図のもと送り込まれ、その結果各地に
様々な技術や生活様式が定着して広まって
いったのであろう。 

 
(9) まとめとして、金山窯跡群は群馬の高

崎・藤岡などの諸窯とともに、首長層により
導入されて各地に技術移植された窯跡群で、
須恵器は県内各地の古墳を中心に供給され
た。関東各地、東北地方までその技術は広が
っていったが、その背景には群馬の首長層と
畿内との関係があったと考えられる。 

 
(10) 須恵器の蛍光 X 線回析試験と科学分

析によれば、粘土の取り方と砂の混合比によ
り 26 タイプに分類されるという。しかし、
基本的な粘土の構成の主流は２タイプに分
かれ、その後の処理が異なるために分散した
と推測されている。 

 
(11) 本研究は、関東に所在する須恵器窯跡
群を一地方の窯跡としてみるのではなく、畿
内あるいは朝鮮半島との関連を視野に見よ
うと試みた研究である。技術的な面でその根
底には連綿と続く技術系譜があると思われ
るが、群馬という古墳時代に大きな勢力があ
った地域で、技術が継続した場合、畿内と異
なる発達の仕方をするようである。すなわち
地域色が見られるものの、須恵器の変遷は畿
内から遅れるものの、同様な変遷をたどって
いるようである。 
このことは、古墳時代の他の技術、例えば
埴輪、石製品、鉄器など様々な技術移植とそ
の発展、各地への伝播が、畿内と同じように
群馬でも行われたようで、群馬のような巨大
首長層の勢力範囲での技術保持とその地域
あるいは周辺地域への移植や各地首長層と
の関係が想定できた。このことは須恵器に限
らずそれぞれの技術にも同様のことが想定
でき、今後このような視点で古墳時代の技術

移植、技術継承、伝播を見ていく場合の視点
の一つとなろう。 
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